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Carumonamの 臨床 的検 討

宮崎尚文 ・諸角誠人 ・村田方見 ・引地功侃 ・北川龍一

順天堂大学医学部泌尿器科学教室

新 しい抗 生物 質 であ るcarumonam (CRMN, AMA-1080)の 尿路 感 染症 にお け る臨 床

効果 を検討 した。

15例 の 複 雑性 尿 路 感 染症 に対 し,1回0.5～19を1日2回 静 注 また は点 滴 静 注 にて5

日間 投与 した。 主治 医判 定 で は著 効3例,有 効4例,や や 有効4例,無 効3例,不 明1例

で あ った。UTI研 究 会 のUTI薬 効 評価 基 準 に よ り評価 が で きた13例 で は著 効1例,有 効

6例,無 効6例 で あ り有 効率 は53.8%で あ った。

グラム陰 性菌 の みの感 染例6例 につい て は,主 治医判 定 で は著 効2例,有 効2例,や や

有効1例,無 効1例 で あ り,有 効 率 は66.7%で あ った。UTI薬 効 評価 基準 に よる判 定 で は

著効1例,有 効4例,無 効1例 であ り有効 率 は83.3%で あ った。

副作 用 は,GOTの 軽 度 上昇(32→44U)の1例 で本 剤投 与 との 関連性 が 疑 われ た。

は じ め に

Carumonam (CRMN, AMA-1080)は 武 田薬 品 工 業

で開発 され たモ ノバ クタ ム系 抗 生 物 質 で あ る。

本剤は Escherichia coil, Citrobacter, Enterobacter,

イ ン ドー ル 陽 性 Klebsiella pneumoniae, Serratia

marcescens, Pseudomonas aeruginosa な どのグラム陰

性菌に強い抗菌力を有するが,グ ラム陽性菌に対 しては

抗菌力が弱い とい う特 徴的 な抗菌スペ ク トル をもつ と

されている1,2)。

本剤の尿路感染症に対 する有効性 と安全性 につき臨床

研究を行ったので報告する。

1.対 象 お よび検討 方 法

1984年10月 よ り1985年3月 まで の 間 に順 天 堂

大学お よび順天 堂大学 浦 安病 院泌 尿器 科 に入 院 した

複雑性尿路感染 症15例 を対 象 と した。

対象例 の性別 は男性10例,女 性5例 。年齢 は24歳

から93歳 で平均 年齢62 .5歳 で あ った。感 染症 診 断

名は膀胱 炎9例,腎 孟 腎 炎6例 で あ り,基 礎 疾 患 は

前立腺癌3例,前 立腺 肥大 症3例,腎 結石2例,前

立腺肥大症+膀 胱 結石+膀 胱 憩 室,膀 胱 腫瘍 ,子 宮

頸癌+水 腎症,尿 管腫 瘍,水 腎症,膀 胱 尿管 逆流,

副甲状腺機 能充進 症+腎 結 石各1例 で あ った。

薬剤 投 与 方 法 は 本 剤1回0.5～1.09を1日2回

朝 と夕 に静 注 また は点 滴 静 注 で5日 間 投 与 した。

CRMN投 与前に皮内反応テス ト陰性の確認と患者

の同意を得てから投与を開始した。

効果判定方法は,主 治医判定として膿尿,尿 中細

菌および臨床症状の推移から著効,有 効,や や有効,

無効,悪 化を判定した。またUTI薬 効評価基準の評

価項目に合致する症例については評価基準に基づき

判定を行った3)。

II.臨 床 成 績

主 治 医判 定 で は著効3例,有 効4例,や や 有効4

例,無 効3例,不 明1例 で 有効 以上 の有 効率 は50.0

%で あ った(Table 1)。

UTI薬 効評 価基 準 に よって判 定 し得 た13例 の 成

績 は著 効1例,有 効6例,無 効6例 で あ り有 効率 は

53.8%で あ った(Table 2)。 膿尿 に対 す る効 果 は正

常 化2例(15.4%),改 善2例(15.4%),不 変9例

(69.2%)で,細 菌尿 に対 す る効果 は陰 性化6{列(46.2

%),菌 交代2例(15.4%),不 変5例(38.5%)で

あ った(Table 3)。UTI疾 患病 態群 別 で は単 独 感染

群5例 の 有効 率が60.0%で あ った。その5例 中3例

がP. aeruginosaに よ る感 染 で あ り,3例 と もに菌 が

陰 性化 し,臨 床 効 果 は著効 また は有 効 で あ った。 ま

た この3例 中2例 は第1群 の カ テー テル留 置例 で あ

った。混合 感染 群8例 の有効 率 は50 .0%で あ り,単

独感 染群 よ りやや劣 る有 効率 であ った(Table 2)。

UTI薬 効 評価 基 準合 致 例13例 か ら本 剤 投 与前 に
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Table 2 Overall clinical efficacy of carumonam classified by type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of carumonam in complicated

UTI

分離され た菌株 は33株 で あ り,そ の うち24株(72.7

%)が グラム陰性 菌で,9株(27.3%)が グラ ム陽性

菌であった。 グラム陰 性菌24株 で はPaeruginosa

6株 中1株 が残存 したの み で他 の菌 株 は すべ て消 失

してお り消 失率 は95.8%で あ った0グ ラ ム陽性 菌9

株 での消失率 は33.3%で あ った(Table4)。 投与 後

出現菌 は13株 であ った が,Enterococcus属 が5株

(38.5%)と 最 も多 く,次 いでFlauobacterium属,

Yeastが 各2株 と多 か った(Table5)。

グラム陰性 菌の みが検 出 された6例(No.4,6,

7,8,9,14)に つい てみ る と主 治医判 定 で は著効2

例,有 効2例,や や 有効1例,無 効1例 で有 効率66.7

%で あった。UTI薬 効 評価 基 準 に よる判定 で は著効

1例,有 効4例,無 効1例 で あ り,有 効率 は83.3%

と高 率 であ った。細 菌学 的効 果 は,投 与 前 に検 出 さ

れ た グラム陰性 菌 は すべ て消失 したが,菌 交 代が み

ら れ た2例 で はFlauobacterium odoratum,

Enterococcus faecalis+StaPhylo(20cous ePiderm2idis

が検 出 され た。と くにPaeruginosaが 検 出 され た3

例 で は菌 陰性 化 し,臨 床効 果 も著効 また は有 効 で あ

り,ま た この うち2例 は カ テー テル留置 例 で あ った

(Table1)。

III.副 作 用

本 剤 を投 与 した15例 で は副 作 用 と思 わ れ る 自他

覚的 症状 は認 め られ なか った 。
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Table 4 Becteriological response to carumonam in complicated

UTI

Table 5 Strains appearing after carumonam

treatment in complicated UTI
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臨床 検 査値 の悪化 例 としてGOTの 軽 度上昇が1

例(32→44U)認 め られ,本 剤 投与 との関連 がある

可能 性 も考 え られた(Table 6)。

IV.考 察

本 剤 は グ ラム 陰性 菌 に は広 い スペ ク トル を有 し,

強 い抗 菌力 を示 すが,グ ラム陽性 菌 に対 してはほと

ん ど抗 菌力 をもた ない とい う きわ めて特徴的 な抗菌

スペ ク トル を もつ もの とされ て いる1,2)。

複 雑性 尿路 感染 症15例 での有効 率 は,主治医判定

で50.0%(7/14)で あ ったが,グ ラム陰 陛菌のみの

感 染例 では66.7%(4/6)と 有 効率 の上昇が認めら

れ る。

UTI薬 効評 価基 準合 致例13例 について検討する

と,有 効 率 は53.8%(7/13)と 主治医判定 と差がな

い が,グ ラ ム陰 性 菌 の み の感 染 例6例 で は83.3%

(5/6)と 優 れ た有効 率 を示 してお り,本 剤 の抗菌ス

ペ ク トル を 反 映 す る結 果 で あ っ た。 と くにP

aeruginosa単 独 感 染 の3例 で は全 例 菌の 陰性化が

み られ臨 床効 果が 著効 また は有効で あった こと,ま

た この3例 中2例 は カテー テル留置例 であったこと

を考 える と本剤 のP.aemsinosa感 染症 に対する有

用性 が高 い ことを示唆 す る結 果で ある と考 えられる。

細菌 学 的効果 につい てみ る と,全 体 の消失率 は78.8

%(26/33)で あ り,グ ラム陰性菌(24株)で はP.

aeruginosa 6株 中1株 が残存 したの みで他 の菌はす

べ て 消 失 して お り,消 失率 は95.8%と 高率 であっ

た。一 方 グ ラム陽性菌 の消 失率 は33.3%(3/9)と 低

率 で あ り本 剤の特 徴 を よ く反 映 した結 果であった。

副作 用 と思わ れ る自他覚 的な症状 を認めた むのは

なか った。 臨床 検査 でGOTの 軽 度上昇 が1例 に認

め られ,本 剤投与 との関連 が ある可能 性 も考えられ

た。

以上 の検 討 に よ り本 剤 は尿路感 染症 と くにグラム

陰 性菌 によ る感 染症 の治療 に有 用な薬剤 と考 えられ

る。
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CARUMONAM IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION
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YOSHINAO HIKICHI and RYUICHI KITAGAWA

Department of Urology, Juntendo University School of Medicine, Tokyo

Fifteen patients with complicated urinary tract infections were administered carumonam at daily
dose of 1 or 2 g by single-dose injection or drip infusion.

Clinical response was excellent in 3 cases, good in 4, fairly good in 4, poor in 3, and unknown in 1
case, and the efficacy rate was 50.0%.

Thirteen cases were evaluated according to the criteria proposed by the Japanese UTI Committee.
Overall clinical efficacy was excellent in 1 case, moderate in 6 and poor in 6 cases, and the overall rate
was 53.8%.

In 6 patients with complicated urinary tract infection caused by Gram-negative bacteria, clinical
response was excellent in 2 and good in 2 cases, fairly good in 1, and poor 1 case. Clinical efficacy

(evaluated according to the criteria of the UTI Committee) was excellent in 1 case, moderate in 4
cases, and poor in 1 case. Overall efficacy rates were 66.7% and 83.3% respectively.

Slight elevation of GOT was observed in one patient after treatment. This reaction was probably
related to the treatment.


